
議
員
提
出
第
三
十
五
号
議
案

災
害
に
強
い
日
本
の
構
築
に
向
け
た
社
会
資
本
整
備
を
求
め
る
意
見
書

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
九
か
月
が
経
過
し
た
今
も
な
お
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
は
遅
々
と
し
て
進
ま

ず
、
多
く
の
被
災
者
が
困
難
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
本
格
的
な
復
旧
・
復
興
へ
向
け
て
は
、
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
、
上
下
水
道
や
学
校
施
設
等
公
共

施
設
の
復
旧
な
ど
へ
の
重
点
投
資
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
大
震
災
を
受
け
て
、
多
く
の
地
域
で
災
害
対
策
の
あ
り
方
が
見
直
さ
れ
る
中
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
集
中
的
か
つ
計
画
的
な
社
会
資
本
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
被
災
地
の
本
格
的
な
復
旧
・
復
興
と
併
せ
て
、
地
震
や
津
波
等
の
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
・
減

災
対
策
と
し
て
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
各
種
公
共
施
設
の
耐
震
化
の
着
実
な
実
施
な
ど
災
害
時
を
想
定
し

た
国
民
の
生
命
・
財
産
の
保
護
に
つ
な
が
る
社
会
資
本
整
備
に
か
か
る
公
共
投
資
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
ニ

ー
ズ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国
の
責
任
と
し
て
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
災
害
に
強
い
日
本
の
構
築
に
向
け
て
、
地
震
や
台
風
な
ど
の

災
害
か
ら
国
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

一

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
地
域
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
を
は
じ
め
幹

線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
道
路
を
優
先
的
に
整
備
す
る
こ
と
。

二

公
共
施
設
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
耐
震
化
と
計
画
的
な
老
朽
化
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
。

三

地
盤
の
液
状
化
に
よ
る
災
害
を
抑
制
す
る
た
め
の
技
術
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
早
急
に
作
成
す
る
な
ど
宅

地
被
害
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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